
國學院大學学術情報リポジトリ

手塚雄太著『近現代日本における政党支持基盤の形
成と変容:「憲政常道」から「五十五年体制」へ』

言語: Japanese

出版者: 国史学会

公開日: 2024-05-23

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 村井, 良太, Murai, Ryota

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002000452URL



148 

手
塚
雄
太
著

『
近
現
代
日
本
に
お
け
る
政
党
支
持
基
盤

の
形
成
と
変
容
ー
「
憲
政
常
道
」
か
ら
「
五

十
五
年
体
制
」
へ
』

内
容
の
紹
介

本
書
は
、
著
者
が
二

0
一
五
年
九
月
に
國
學
院
大
學
に
提
出
し
た
博

士
論
文
『
近
現
代
日
本
の
政
党
と
社
会
ー
利
益
団
体
・
後
援
会
と
の
関

わ
り
を
中
心
に
』
を
も
と
に
、
新
た
に
書
き
下
ろ
し
の
章
を
加
え
て
ニ

0
一
七
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
は
二
部
か
ら
成
る
。
世
界
恐
慌
か
ら
日
中
戦
争
前
夜
ま
で
の
時

期
を
対
象
に
二
大
政
党
（
立
憲
政
友
会
・
立
憲
民
政
党
）
の
模
索
と
帰

結
を
支
持
調
達
と
い
う
社
会
と
の
接
点
か
ら
た
ど
る
第
一
部
と
、
一
九

ニ
四
年
に
初
当
選
し
六
―
―
一
年
に
政
界
を
引
退
し
た
加
藤
錬
五
郎
と
い
う

書
評
と
紹
介

村

井

良

太

一
人
の
代
議
士
の
支
持
基
盤
を
通
時
的
に
跡
付
け
る
第
二
部
で
あ
る
。

あ
え
て
古
い
言
葉
を
使
え
ば
、
日
本
に
お
け
る
政
党
政
治
の
「
暗
い
谷

間
」
（
非
常
時
／
準
戦
時
・
戦
時
・
占
領
期
）
を
貫
く
貰
戦
史
で
あ
る
。

戦
時
期
の
議
会
や
政
党
が
形
骸
化
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
（
、
し

た
が
っ
て
「
暗
い
谷
間
」
で
は
な
い
）
と
い
う
議
論
は
、
著
者
も
整
理

す
る
と
お
り
、
ゴ
ー
ド
ン

•
M
．
バ
ー
ガ
ー
の
『
大
政
楓
賛
会
』
（
坂
野

潤
治
訳
、
山
川
出
版
社
、
二

0
0
0
年
、
原
著
一
九
七
七
年
）
以
来
、

指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
古
川
隆
久
を
は
じ
め
そ
の
後
の
研
究

で
も
補
強
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
初
期
の
通
説
が
強
す
ぎ
た
た
め

か
、
個
々
の
論
点
へ
の
反
駁
と
い
う
側
面
が
強
く
、
政
策
過
程
や
支
持

基
盤
な
ど
も
含
め
た
構
造
的
理
解
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
さ
に
検
討
が

進
ん
で
い
る
最
前
線
の
一
っ
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
優
れ
た
成
果
で
あ

る。
ま
た
、
本
書
の
も
う
―
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
は
こ
の
「
暗
い
谷
間
」
を

ま
た
い
だ
関
係
性
、
戦
前
・
戦
後
の
連
続
と
断
絶
へ
の
関
心
が
あ
り
、

戦
前
日
本
の
政
党
内
閣
期
に
お
け
る
政
党
の
模
索
は
、
戦
後
日
本
に
お

け
る
五
十
五
年
体
制
の
出
発
点
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
結

論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
、
ま
た
、
い
か
な
る
実
態
を
踏
ま

え
て
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
の
分
析
と
意
義
を
論
じ
る
上
で
、
ま
ず
は
そ

の
内
容
を
紹
介
す
る
。
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序
章
支
持
基
盤
か
ら
み
た
政
党
の
戦
前
と
戦
後

著
者
は
冒
頭
、
本
書
の
企
図
を
、
「
昭
和
恐
慌
期
か
ら
高
度
成
長
初
期

に
か
け
て
の
政
治
・
経
済
・
社
会
の
大
変
動
期
に
お
い
て
、
政
党
及
び

政
党
政
治
家
が
い
か
に
支
持
基
盤
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
考
察

す
る
」
と
述
べ
る
。
支
持
基
盤
を
検
討
す
る
の
は
、
戦
前
と
戦
後
で
「
憲

法
の
差
異
と
い
う
大
き
な
違
い
」
が
あ
っ
て
も
、
政
党
と
政
党
政
治
家

に
と
っ
て
「
白
ら
の
支
持
基
盤
を
広
げ
、
多
く
の
有
権
者
か
ら
支
持
を

得
る
こ
と
が
不
刈
欠
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
違
い
は
な
い
」
か
ら

で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
本
害
は
一
―
つ
の
検
討
を
行
う
。
「
昭
和
恐
慌
前
後
に
お

け
る
政
党
の
経
済
政
策
、
及
び
政
党
と
利
益
団
体
等
と
の
関
係
を
検
討

す
る
」
こ
と
と
、
「
代
議
士
が
有
権
者
と
の
関
係
を
構
築
し
、
支
持
基
盤

を
更
新
し
続
け
る
過
程
を
大
正
中
期
か
ら
高
度
成
長
初
期
に
か
け
て
検

討
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
第
1
部
、
第
II
部
に
対
応
し
て
い

る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
副
題
に
ホ
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
憲
政
常
道
」

が
続
い
た
政
党
内
閣
期
か
ら
、
戦
後
の
「
五
十
五
年
体
制
」
に
至
る
ま

で
の
政
治
史
を
架
橋
・
横
断
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
著
者
が
、
先
行
す
る
政
党
史
研
究
を
①
戦
前
期
政
党

内
閣
の
成
立
と
崩
壊
、
②
戦
時
期
議
会
勢
力
の
動
向
、
③
戦
後
五
十
五

年
体
制
の
形
成
を
扱
う
；
一
種
に
整
坪
し
た
上
で
、
相
互
の
接
続
性
に
問

題
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
鍵

と
し
て
一
一
大
政
党
（
保
守
政
党
）
や
政
党
政
治
家
の
自
己
変
革
に
注
目

第
一
章

し
、
中
央
政
界
と
地
域
社
会
の
複
眼
的
視
座
を
設
定
す
る
。

戦
前
期
二
大
政
党
の
模
索
と
帰
結
ー
政
党
内
閣
期
以

降
に
お
け
る
支
持
拡
大
の
試
み

第
I
部
で
対
象
と
な
る
時
期
の
内
閣
は
、
浜
口
雄
幸
内
閣
か
ら
林
銑

十
郎
内
閣
ま
で
(
-
九
一
一
九
ー
三
七
年
）
の
約
八
年
間
で
あ
る
。
世
界

恐
慌
へ
の
二
大
政
党
の
政
策
的
対
応
が
政
友
会
を
中
心
に
描
か
れ
、
利

益
団
体
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
現
代
政
治
理
解
に
お
い
て
も
有
意
義

な
利
益
団
体
の
歴
史
性
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
ひ
と
た
び
常

態
化
し
た
と
見
ら
れ
た
政
党
内
閣
が
崩
壊
す
る
過
程
で
、
政
軍
関
係
で

は
な
く
、
足
下
で
政
党
が
何
を
し
て
い
た
の
か
を
論
じ
る
も
の
で
あ

る。

恐
慌
期
に
お
け
る
二
大
政
党
の
経
済
政
策
論
争

ー
政
友
会
の
「
産
業
五
ヶ
年
計
画
」
を
中
心
に

ま
ず
昭
和
恐
慌
と
い
う
国
民
生
活
の
危
機
に
直
面
し
た
政
友
会
の
政

策
対
応
を
、
政
調
会
長
で
あ
っ
た
山
本
条
太
郎
を
中
心
に
立
案
各
れ
た

犬
養
毅
内
閣
の
経
済
政
策
、
産
業
五
ヶ
年
計
画
か
ら
考
察
す
る
。
山
本

は
国
民
か
ら
の
支
持
を
得
る
た
め
国
民
生
活
の
安
定
を
高
唱
し
政
策
立

案
に
当
た
っ
た
。
本
章
で
は
五
・
一
五
事
件
の
政
策
面
へ
の
影
響
が
重

視
さ
れ
、
産
業
五
ヶ
年
計
画
に
よ
る
恐
慌
克
服
論
か
ら
、
農
村
救
済
に

よ
る
恐
慌
克
服
論
に
軸
足
を
移
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
首
相
を
出
せ
な

第

I
部
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か
っ
た
政
友
会
は
「
農
村
救
済
を
要
求
す
る
世
論
を
背
景
に
政
権
復
帰

を
日
指
す
」
こ
と
に
な
る
（
五

0
頁）。

第
二
章

農
村
利
益
の
噴
出
と
政
友
会

ー
第
六
六
議
会
の
「
爆
弾
動
議
」
と
「
憲
政
常
道
」

そ
こ
で
次
に
、
五
・
一
五
事
件
後
の
農
村
救
済
へ
の
政
友
会
の
取
組

が
検
討
さ
れ
る
。
評
者
は
こ
こ
で
扱
わ
れ
る
斎
藤
実
内
閣
•
岡
田
啓
介

内
閣
期
の
分
析
が
日
本
政
治
外
交
史
理
解
の
卜
で
あ
ら
た
め
て
重
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
本
章
は
一
九
＿
―
-
四
年
＝
―
一
月
の
爆
弾
動
議
に
注

日
す
る
。
こ
の
動
議
は
従
来
、
岡
田
内
閣
下
で
政
党
内
閣
復
活
に
向
け

て
展
開
し
て
い
た
政
民
連
携
運
動
を
頓
挫
さ
せ
、
迷
走
す
る
「
既
成
政

党
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
著
者
は
、
帝
国
農
会
や

全
国
町
村
会
な
ど
利
益
団
体
の
圧
力
を
重
視
し
、
燥
弾
動
議
の
合
理
性

を
指
摘
す
る
。
そ
の
中
か
ら
「
憲
政
常
道
」
論
が
単
な
る
二
大
政
党
間

で
の
政
権
交
代
論
に
止
ま
ら
ず
、
民
意
を
代
表
す
る
存
在
と
い
う
、
政

党
や
政
党
政
治
家
の
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
指
摘
さ
れ
る
。

と
は
い
え
農
村
利
益
と
い
う
特
定
の
民
意
に
立
脚
し
た
政
権
復
帰
構
想

に
も
問
題
は
あ
る
。
そ
れ
が
次
に
論
じ
ら
れ
る
民
應
の
多
様
化
の
間
題

で
あ
る
。

第
三
章

政
党
内
閣
崩
壊
後
の
利
益
団
体
と
二
大
政
党

ー
多
様
化
す
る
「
民
意
」
へ
の
対
応

利
益
団
体
相
圧
の
対
立
に
よ
る
民
意
の
多
様
化
が
、
首
相
を
出
せ
な

い
政
党
と
ど
の
よ
う
に
交
差
し
て
い
く
の
か
。
米
穀
自
治
管
理
法
案
、

地
方
交
付
金
制
度
の
導
入
、
国
民
健
康
保
険
法
案
な
ど
利
益
団
体
の

「
大
衆
運
動
」
と
も

．．
 

日
う
べ
き
要
求
行
動
に
政
党
や
政
党
政
治
家
が
ど

の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
が
論
じ
ら
れ
る
。
特
定
利
益
に
偏
し
な
い

と
い
う
政
党
政
治
家
の
自
己
認
識
が
問
わ
れ
る
こ
と
で
、
議
員
集
団
は

超
党
派
で
連
携
し
、
対
立
の
調
整
に
政
党
内
閣
を
組
織
で
き
な
い
議
会

や
政
党
の
正
統
性
を
見
出
し
て
い
く
。

最
後
に
一
九
四

0
年
の
孟
政
党
解
消
」
ま
で
の
流
れ
を
概
観
し
て
、

[
『
民
應
』
の
結
節
点
と
し
て
の
政
党
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
模
索
」

と
位
岡
づ
け
て
い
る
。代

議
士
の
支
持
基
盤
か
ら
み
た
戦
前
と
戦
後
の
連
続

と
断
絶
ー
加
藤
錬
五
郎
に
み
る
関
係
性
の
変
容

こ
う
し
て
支
持
基
盤
に
促
さ
れ
た
政
党
の
政
策
的
変
化
を
論
じ
た
第

I
部
に
対
し
て
、
第

II
部
で
は
個
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が
あ
て
ら
れ
る
。

代
議
十
加
藤
鏡
五
郎
（
一
八
八
ニ
ー
一
九
じ

0
年
）
の
支
持
基
盤
が
戦

前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ど
の
よ
う
に
維
持
•
更
新
さ
れ
た
か
を
、
利
益

団
休
や
後
援
会
と
の
関
わ
り
か
ら
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
加
藤
は

阪
師
出
身
で
、
名
古
屋
市
議
、
愛
知
県
議
を
経
て
、
一
九
二
四
年
の
総

第

II
部
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戦
時
体
制
下
の
代
議
士
と
利
益
団
体

ー
支
持
基
盤
の
維
持
と
更
新

本
章
で
は
第
四
章
で
検
討
し
た
加
藤
の
支
持
基
盤
の
変
化
を
地
域
の

有
力
産
業
で
あ
る
陶
磁
器
槃
界
と
の
関
係
で
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
。

第
五
章

選
挙
で
政
友
本
党
か
ら
初
当
選
し
た
し
そ
し
て
そ
の
後
、
民
政
党
に
は

行
か
ず
政
友
会
に
合
流
し
た
一
人
で
、
戦
後
、
公
職
追
放
を
経
て
自
由

党
か
ら
政
界
に
復
帰
し
、
晩
年
に
は
衆
議
院
議
長
を
務
め
た
。

戦
前
期
名
古
屋
に
お
け
る
個
人
後
援
会

ー
支
持
基
盤
の
形
成
と
展
開

加
藤
が
同
政
選
挙
に
初
挑
戦
し
て
洛
選
し
た
一
九
―

1
0
年
、
個
人
後

援
会
の
五
月
会
が
自
発
的
に
組
織
さ
れ
た
。
新
聞
記
者
か
ら
業
界
団
体

へ
と
、
市
議
選
時
と
支
持
者
が
異
な
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
指
摘
で

あ
っ
た
。
五
月
会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
一
]

ー
四
頁
の
『
時
事
公
論
』
と
い
う
機
関
誌
を
発
行
し
、
名
古
屋
で
の
反

憲
政
会
・
政
友
会
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
章
で
も
産
業
五
カ
年
計

画
が
鍵
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
章
で
み
た
政
党
の
政
策
変
化
が
個
々
の

代
議
士
の
支
持
基
盤
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
党
を
変
え
て
い
く
と
き

の
個
人
後
援
会
の
動
き
や
経
済
•
生
活
問
題
を
重
視
す
る
中
で
女
性
支

持
者
を
積
極
的
に
求
め
て
い
く
姿
勢
が
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
）
女
性

支
持
者
は
正
和
婦
人
会
と
い
う
婦
人
団
体
に
組
織
化
さ
れ
て
い
く
。

第
四
章

中
心
資
料
は
加
藤
の
日
記
で
あ
る
。
加
藤
に
は
一
九
三
六
年
か
ら
六
九

年
ま
で
の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
下
で
の

代
議
上
の
行
動
と
そ
の
支
持
基
盤
と
の
間
に
は
連
動
性
が
あ
り
、
業
界

と
官
庁
と
を
結
ぶ
活
動
を
通
し
て
加
藤
は
存
在
感
を
発
揮
し
続
け
た
。

加
藤
は
翼
賛
政
治
会
に
属
し
、
与
党
議
員
と
し
て
行
動
す
る
中
で
、
よ

り
身
近
な
、
か
つ
部
分
的
な
民
意
と
政
府
と
を
結
ぶ
結
節
点
と
し
て
機

能
し
た
の
で
あ
っ
た
。公

職
追
放
さ
れ
た
代
議
士
の
占
領
期
と
戦
後

ー
支
持
基
盤
の
再
生

敗
戦
と
内
領
に
よ
っ
て
、
楓
賛
選
挙
で
推
鷹
を
受
け
て
い
た
加
藤
は

公
職
追
放
さ
れ
る
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
開
い
た
加
藤
が
「
今
一
歩
ニ
シ

テ
大
臣
タ
ラ
ン
矢
先
キ
」
と
慨
嘆
す
る
様
子
（
一
六
七
頁
）
は
貰
戦
史

と
し
て
の
本
書
を
凝
縮
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
逆
境
の
中

で
加
藤
が
支
持
基
盤
を
維
持
•
更
新
し
、
政
界
に
復
帰
す
る
な
か
で
戦

前
派
代
議
上
の
強
固
な
地
盤
の
内
実
が
動
的
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
が

示
さ
れ
る
。
市
長
で
は
な
く
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
再
選
を
目
指
し
た

点
も
興
味
深
か
っ
た
。
公
職
追
放
が
解
か
れ
る
と
五
月
会
と
正
和
婦
人

会
を
再
建
し
、
会
貝
の
拡
大
に
乗
り
出
す
。

第
六
章
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「
憲
政
常
道
」
か
ら
「
五
十
五
年
体
制
」
へ

ー
戦
前
期
二
大
政
党
の
模
索
と
連
続

終
章
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
、
政
友
会
の
政
策
が
持
つ
射

程
の
長
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
戦
前
期
の
政
党
の
変
化
と
代
議
士
の
変

化
が
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
、
後
述
の
新
た
な
知
見
の
整
理
は

も
と
よ
り
戦
前
期
二
大
政
党
の
模
索
が
五
|
五
年
体
制
の
出
発
点
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
ぷ
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
官
僚

終
章

戦
前
派
代
議
士
か
ら
み
た
戦
後
復
興
と
蕎
度
成
長

ー
支
持
基
盤
の
再
構
築
と
終
焉

公
職
追
放
を
経
て
六
九
歳
で
政
界
復
帰
を
果
た
し
た
加
藤
と
支
持
基

盤
の
そ
の
後
を
論
じ
る
本
章
は
、
出
版
に
際
し
て
新
た
に
書
き
下
ろ
さ

れ
た
章
で
あ
る
。

l
民
生
活
の
向
上
に
務
め
、
愛
知
県
自
民
党
の
重
鎮

と
な
り
衆
議
院
議
長
と
も
な
る
。
評
者
に
は
党
人
佐
藤
栄
作
の
ま
め
ま

め
し
い
様

f
が
面
白
か
っ
た
が
、
加
藤
の
無
任
所
相
と
し
て
人
閣
、
さ

ら
に
造
船
疑
獄
後
の
法
相
と
い
う
の
は
な
ん
と
も
き
な
臭
い
。
後
に
衆

議
院
議
長
と
な
っ
た
の
も
国
会
混
乱
で
の
辞
任
者
の
後
任
で
あ
り
、
自

ら
も
デ
モ
隊
の
囚
会
内
乱
入
に
よ
る
辞
職
で
あ
っ
た
と
い
う
。
著
者
は

こ
の
よ
う
な
活
劇
に
は
禁
欲
的
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
支
持
基
盤
を
持
つ

も
の
が
い
か
な
る
時
代
状
況
と
政
治
構
造
の
下
で
こ
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
の
か
と
い
う
こ
と
に
は
さ
ら
に
教
え
を
請
い
た
い
よ
う
に
感
じ

こ。t
 

第
七
章

と
の
関
わ
り
、
都
市
政
治
に
お
け
る
代
議
士
の
役
割
、
そ
し
て
戦
前
日

本
の
個
人
後
援
会
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
日
本

の
政
治
杜
会
全
体
の
変
容
を
捉
え
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
記
し
て
い
る
。

本
書
の
達
成
ー
新
た
な
知
見
と
方
法

以
卜
の
紹
介
で
本
書
の
魅
力
的
知
見
が
網
羅
で
き
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
続
い
て
本
書
の
達
成
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
明

ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
方
法
の
両
面
に
あ
る
。

第
一
に
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
は
、
ま
ず
、
世
界
恐
慌
に
当
時

の
二
大
政
党
、
な
か
で
も
政
友
会
が
国
民
の
意
思
を
政
治
に
反
映
す
べ

＜
適
応
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
次
に
、
利
益
団
体
と
個

人
後
援
会
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
一
人
の
代
議
士
の
支
持
基
盤
が
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
、
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
が
実
証
的
に
示
さ
れ
た
。

な
か
で
も
興
味
深
い
の
は
、
戦
前
派
代
議
士
が
戦
後
に
も
活
躍
し
た

が
、
そ
れ
は
地
盤
が
強
固
で
あ
っ
た
と
い
う
単
純
な
話
で
は
な
く
、
ま

さ
に
地
盤
を
涵
養
し
な
が
ら
成
長
を
遂
げ
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ

る
。
そ
れ
は
民
意
の
糾
合
で
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
政
党
及
び
政
党
政
治
家
の
自
己
認
識
が
分
析
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
西
洋
社
会
で
立
憲
国
家
を
形
成
す
る

と
い
う
開
題
を
長
期
的
に
考
え
る
場
合
に
、
考
察
さ
れ
る
べ
き
大
切
な

論
点
で
あ
ろ
う
。
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大
き
く
言
え
ば
、
本
書
は
、
中
央
と
地
方
に
お
い
て
、
変
化
に
適
応

す
る
政
党
と
政
党
政
治
家
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
国
民
と
政
治
を

結
ぶ
こ
と
に
意
識
的
で
活
動
最
の
多
い
政
党
政
治
家
の
集
合
体
と
し
て

の
政
党
が
活
躍
す
る
枇
界
で
あ
り
、
政
党
の
地
位
が
低
下
し
て
も
代
議

士
の
活
動
鼠
は
落
ち
た
よ
う
に
見
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
の
政
党

政
治
の
活
力
が
必
ず
し
も
新
憲
法
に
よ
る
正
統
化
の
み
に
起
囚
し
な
い

こ
と
を
予
想
さ
せ
て
面
白
い
。
そ
れ
は
政
党
政
治
家
だ
け
の
閤
題
で
は

な
く
、
政
治
家
を
支
え
活
用
す
る
社
会
の
存
在
が
前
提
と
な
っ
て
い

る。
第
二
に
、
本
書
の
価
値
は
結
論
に
止
ま
ら
ず
そ
の
方
法
に
あ
る
。
そ

れ
は
政
治
学
と
歴
史
学
の
意
識
的
対
話
の
姿
勢
で
あ
る
。
本
書
の
も
と

と
な
る
博
卜
論
文
で
著
者
が
手
に
し
た
学
位
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
で

あ
る
が
、
辻
中
豊
「
利
益
集
団
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）

や
蒲
島
郁
夫
・
山
田
真
裕
「
後
援
会
と
日
本
の
政
治
」
（
『
年
報
政
治
学
』

四
五
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
、
政
治
学
に
お
け
る
利
益
団
体
•
利
益
集

団
研
究
や
支
持
基
盤
を
め
ぐ
る
議
論
が
強
く
意
識
さ
れ
、
歴
史
研
究
に

枠
組
み
を
与
え
て
い
る
。
評
者
は
政
治
史
を
専
門
と
し
て
い
る
が
、

常
々
考
え
る
の
は
政
治
史
と
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
治

の
こ
と
を
歴
史
的
に
扱
え
ば
、
ま
た
、
歴
史
の
政
治
部
分
を
扱
え
ば
政

治
史
な
の
だ
ろ
う
か
。
政
治
学
の
分
析
手
法
や
考
え
方
が
歴
史
学
に
応

用
さ
れ
、
ま
た
歴
史
学
の
精
緻
な
史
料
操
作
が
政
治
学
の
仮
説
を
拡
張

し
て
い
く
効
果
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
論
点

そ
し
て
政
治
学
な
ど
異
分
野
と
の
対
話
へ
の
積
極
性
は
歴
史
学
の
価

値
を
高
め
る
が
、
異
分
野
交
流
の
み
を
評
価
す
る
の
で
は
片
手
落
ち
で

あ
ろ
う
。
本
書
は
博
士
論
文
を
も
と
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
日

本
政
治
史
に
お
け
る
長
期
的
な
先
行
研
究
の
問
題
意
識
が
反
映
さ
れ
、

地
道
な
実
証
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
第

II
部
を
呼
ん

で
思
い
起
こ
し
た
の
は
、
筆
者
の
主
査
を
務
め
た
と
い
う
上
山
和
雄
の

『
陣
笠
代
議
士
の
研
究

I
R記
に
み
る
日
本
型
政
治
家
の
源
流
』
（
日
本

経
済
評
論
社
、
一
九
八
九
年
）
で
あ
っ
た
。
研
究
の
時
代
を
越
え
た
観

点
の
継
承
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
う
。
本
書
も
ま
た
後
進
の
学
問
的

礎
石
と
な
る
だ
ろ
う
。

い
く
つ
か
の
論
点
に
つ
い
て
も
う
少
し
議
論
し
て
お
き

そ
の
上
で
、

た
い
。第

一
に
、
第

I
部
と
第

II
部
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
央
で
の

マ
ク
ロ
の
視
点
と
個
人
史
を
通
じ
た
地
方
で
の
ミ
ク
ロ
の
議
論
が
合
わ

せ
鏡
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
。
そ
の
上
で
、
一
ー
―
―
―

章
と
四
ー
五
章
が
裏
表
の
関
係
に
あ
る
一
方
で
、
六
＼
七
章
が
後
ろ
の

時
代
に
飛
び
出
し
て
い
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
す
べ
て
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
何
が
な
い
と
い
う
指
摘
は
あ
ま

り
意
味
が
な
い
が
、
第

I
部
の
中
で
第
一
章
の
係
り
結
び
と
な
る
で
あ
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ろ
う
戦
後
の
中
央
政
党
の
再
建
に
つ
い
て
も
敗
戦
と
憲
法
構
造
の
変
化

に
よ
っ
て
ど
う
政
党
の
行
動
が
変
化
し
た
の
か
、
政
党
の
、
じ
導
性
の
皿

復
が
日
本
政
治
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
の
著
者
の
さ
ら
な
る
分
析
を
期

待
し
た
い
。

第
＾
一
に
、
制
度
や
構
造
、
さ
ら
に
は
体
制
の
推
移
の
影
響
を
ど
う
衿

え
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
＞
「
本
書
は
政
党
内
閣
の
成
立
と
崩
壊
と

い
っ
た
視
角
か
ら
あ
え
て
離
れ
て
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
二
五
一

頁
）
。
し
か
し
、
体
制
の
間
題
を
意
識
せ
ず
に
政
党
や
政
治
家
の
行
動
を

理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
著
者
は
五
・

一
五
事
件
の
意
味
を
論
じ
る
中
で
「
政
党
内
閣
制
の
崩
壊
」
を
「
形
式

的
転
換
」
と
も
述
べ
る
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
「
政
党
主
導
に
よ
る
長

期
的
視
野
に
立
っ
た
政
策
の
変
容
を
も
た
ら
し
、
そ
の
後
の
政
党
の
政

策
の
あ
り
方
を
規
定
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
四
九
頁
）
。
こ
れ
は
政
党

内
閣
制
の
効
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

3

ア
ク
タ
ー
が
ど
の
よ
う
な
資
源

を
も
っ
て
ど
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い
た
の
か
。
憲
法
的
存
在
と

し
て
議
会
が
あ
り
、
選
挙
で
勝
利
す
る
た
め
に
票
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
れ
ば
、
確
か
に
憲
法
が
あ
る
限
り
再
選
を
目
指
す
と
い
う
ゲ

ー
ム
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
支
持
某
盤
を
考
え
た
時
に
、

政
党
が
政
権
を
採
る
蓋
然
性
の
多
寡
、
権
力
と
の
距
離
は
大
き
な
意
味

を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
革
新
官
僚
で
商
工
大
臣
で

も
あ
っ
た
岸
侶
介
が
戦
時
中
に
代
議
士
を
目
指
し
た
よ
う
に
、
代
議
じ

そ
れ
白
体
に
価
値
が
あ
る
社
会
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

戦
時
期
の
議
会
や
政
党
が
形
骸
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
（
、
し
た
が

っ
て
「
暗
い
谷
間
」
で
は
な
い
）
と
い
う
冒
頭
で
述
べ
た
議
論
に
対
し

て
、
「
憲
政
常
追
」
期
や
高
度
経
済
成
長
期
の
政
党
政
治
を
少
し
詳
し
く

学
ん
で
き
た
評
者
の
日
か
ら
感
想
を
記
せ
ば
、
そ
れ
は
戦
後
歴
史
学
が

述
べ
て
き
た
よ
う
な
意
味
で
の
形
骸
化
や
無
力
化
で
は
な
い
が
、
川

F

（
ド
流
）
の
意
思
決
定
に
は
口
出
し
が
で
き
る
が
、
川
上

(
L
流
）
の
意

思
決
定
へ
の
規
定
力
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
「
憲
政
常
道
」
期
と

比
べ
て
明
ら
か
に
形
骸
化
・
無
力
化
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
五
十
五
年

体
制
」
期
と
も
仝
く
異
な
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
は
利
益
団
体
と
い

う
本
書
の
視
点
に
も
関
わ
る
論
点
で
、
本
書
が
引
く
辻
中
豊
は
、
利
益

団
体
の
政
策
過
程
へ
の
働
き
か
け
が
、
政
治
制
度
、
他
の
政
治
ア
ク
タ

ー
と
の
歴
史
的
関
係
、
政
治
文
化
に
規
定
さ
れ
る
と
述
べ
る
（
辻
中

『
利
益
集
団
』
一
一
九
頁
）
。
利
益
団
体
が
政
党
を
相
手
に
す
る
の
か
、

個
々
の
議
員
を
相
手
に
す
る
の
か
、
本
書
二
九
一
頁
の
第
五
章

(
5
)

の
議
論
は
時
期
も
含
め
て
大
変
面
白
か
っ
た

c
•

本
古
の
対
象
と
な
る
時

期
に
つ
い
て
こ
の
点
で
最
も
史
料
を
読
み
、
詳
し
い
の
は
著
者
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
で
も
さ
ら
に
教
え
を
請
い
た
い
。

第
二
に
、
本
書
の
重
要
な
頁
献
と
し
て
世
界
恐
慌
へ
の
対
応
の
解
明

が
あ
る
。
こ
れ
は
酒
井
哲
哉
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
パ
ズ
ル
で
あ
る
。

五
・
一
五
事
件
を
機
に
政
党
の
戦
略
も
政
党
支
持
基
盤
も
変
化
す
る
と

い
う
と
い
う
の
は
興
味
深
い
指
摘
で
あ
っ
た
。
そ
の
卜
で
、
何
が
変
化

を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
シ
ア
革
命
で
あ
ろ
う
か
、
男
十
普
通
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選
挙
制
で
あ
ろ
う
か
、
政
党
内
閣
制
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
世
界
恐

慌
に
よ
る
深
刻
な
事
態
と
い
う
シ
ョ
ソ
ク
で
あ
ろ
う
か
。
国
民
生
活
へ

の
注
目
は

H
本
近
代
史
の
長
期
的
文
脈
の
中
で
変
化
で
す
ら
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
御
厨
貴
は
「
日
本
政
治
に
お
け
る
地
方
利
益
論
の
再
検

討
」
（
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
二
号
、
一
九
八
八
年
）
で
、
口
生
亨
か
ら
原

敬
、
田
中
角
栄
に
続
く
地
方
利
益
論
の
系
譜
を
論
じ
た
。
ま
た
、
加
藤

高
明
首
相
は
一
九
二
六
年
一
月
の
施
政
方
針
演
況
で
中
央
地
方
の
参
政

権
拡
張
で
政
治
生
活
の
基
礎
が
安
定
し
、
次
に
経
済
的
杜
会
的
生
活
の

充
実
を
図
る
と
述
べ
た
（
村
井
良
太
『
政
党
内
閣
制
の
成
立
一
九
一
八

＼
一
じ
年
』
有
斐
閣
‘
―

1
0
0
五
年
、
二
四
六
頁
）
。
タ
イ
ム
ラ
グ
を
ど

う
分
析
す
る
か
に
よ
っ
て
も
評
価
は
変
わ
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
な

ぃ
゜
ま
た
、
四
九
頁
で
著
者
自
身
「
無
産
政
党
」
に
言
及
し
、
社
会
大

衆
党
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
、

支
持
基
盤
と
い
う
点
で
も
、
社
会
民
主
主
義
政
党
と
の
関
わ
り
は
重
要

で
あ
る
よ
う
に
息
わ
れ
る
c.

最
後
に
、
戦
前
戦
後
連
続
論
と
断
絶
論
に
つ
い
て
、
本
書
の
副
題
は

大
変
魅
力
的
で
あ
る
。
戦
前
と
戦
後
が
断
絶
し
て
い
る
の
か
否
か
、
い

つ
断
絶
し
た
の
か
と
い
っ
た
論
点
は
敗
戦
後
長
ら
く
間
わ
れ
て
き
た
基

本
的
間
い
で
あ
る
。
敗
戦
直
後
に
お
い
て
は
所
絶
す
べ
き
と
い
う
一
種

の
運
動
論
で
も
あ
っ
た
が
、
し

0
年
を
経
て
戦
後
す
ら
遠
く
な
る
中
、

本
書
の
よ
う
に
ど
の
よ
う
に
と
い
う
点
に
注
目
す
る
冷
静
な
検
証
が
WJ

能
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
が
研
究
整
理
し
た
〔
l
]
1
③
の
像
の
融
合
と
い

う
課
題
は
指
摘
の
通
り
で
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
の
展
開
が
期
待
さ

れ
る
。以

上
は
い
ず
れ
も
本
書
に
触
発
さ
れ
た
論
点
で
あ
る
。
本
書
は
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
政
治
学
と
の
対
話
と
い
う
新
し
さ
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
れ
以
上
に
、
と
に
か
く
面
白
い
。
評
者
は
第
II
部
と
連
動
し
た
形
で

の
第
I
部
の
議
論
を
高
く
評
価
す
る
が
、
そ
れ
で
も
加
藤
の
生
涯
へ
の

関
心
を
押
さ
え
ら
れ
な
い
。
評
者
が
最
も
惹
か
れ
た
の
は
一
九
五
八
年

に
受
け
た
衆
議
院
在
職
二
五
年
に
よ
る
永
年
在
職
議
員
表
彰
で
あ
る

(
-
―
一
じ
頁
）
。
こ
れ
は
議
会
政
治
が
後
退
し
て
い
く
中
で
設
け
ら
れ
た

制
疫
を
出
発
点
と
し
、
選
挙
民
を
代
表
し
続
け
る
と
い
う
地
道
な
取
組

を
時
間
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。

ま
た
先
に
触
れ
た
上
山
和
雄
『
陣
笠
代
議
士
の
研
究
』
は
、
ジ
ェ
ラ

ル
ド
・
カ
ー
チ
ス
『
代
議
士
の
誕
牛
』
（
山
岡
清
一
一
訳
、
サ
イ
マ
ル
出
版

会
、
一
九
じ
一
年
）
も
引
き
な
が
ら
、
「
政
治
生
命
を
維
持
す
る
た
め
の

政
治
活
動
」
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
重
要
性
を
指
摘
し
、
政
治
家
が
ど

の
よ
う
に
政
治
家
た
り
得
た
か
、
日
常
的
な
地
盤
培
養
運
動
等
を
明
ら

か
に
し
た
(
'
・
l
‘
.
I
V
頁
）
。
そ
し
て
、
そ
の
「
お
わ
り
に
」
の
冒
頭
で

「
山
宮
藤
吉
と
い
う
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
を
生
き
た
一
人
の
陣

笠
代
議
上
が
、
中
央
政
界
・
地
方
政
界
の
変
転
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

軌
跡
を
た
ど
っ
て
き
た
か
を
記
し
て
き
た
」
と
述
べ
る
(
-
―
―
一
五
頁
）
。

本
肖
は
但
界
恐
慌
の
中
で
ひ
と
た
び
成
立
し
た
政
党
内
閣
制
が
崩
壊

し
、
戦
時
議
会
に
変
質
し
、
占
領
下
で
さ
ら
な
る
展
開
を
見
て
そ
の
後
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の
再
建
に
結
び
つ
い
て
い
く
日
本
政
治
史
上
の
一
大
激
変
期
を
眺
望
す

る
。
し
か
し
そ
れ
も
山
宮
が
経
験
し
た
も
の
と
異
な
ら
な
い
変
転
の
一

つ
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
た
。

本
書
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
学
間
の
継
受
と
交
流
、
そ
し
て
そ
の
中

か
ら
新
た
に
構
築
さ
れ
た
仮
説
と
実
証
の
有
効
性
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
嵩
く
評
価
し
て
お
き
た
い
。

(
A
5
判
、
一
―
;
―

1
0
頁
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

0
一
七
年
、
じ

0
0
0

円
＋
税
）


